
R7 年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所・・・ DICE
実施日程・・・
実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要
　利用者と職員共同による清掃作業マニュアルの作成
参加利用者数・・・14名
●利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

●利用者にとってのメリット

＜成果＞

●課題点:マニュアルに沿った作業の継続性による定着化

当社の作業現場にマニュアルを置いてあり、日々丁寧に作業して頂いていると感じます。
マニュアルは一度作れば良いというわけではなく、随時、状況に応じて
皆さんで意見を出し合って改訂を重ねていくことが大切だと思います。

・作業方法を忘れても、マニュアルを見れば書いてあるので思い出せる。

・マニュアルに無い作業もあるので、また作りたい。

・まだまだ分かりにくいと感じるところがあった。

・写真や絵を使って説明してあってわかりやすくなったと思った。

・利用者の意見が反映されてうれしい。

住　所 ⾧野市桜新町668-1 管理者名 中村久樹

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 就労継続支援A型事業所DICE 事業所番号 2010102123

電話番号 026-214-1460 対象年度 令和6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） eternal story株式会社　酒井直樹

利用者からの意見・評価

2024/4/1～2025/3/31

●得られた結果:利用者が自発的にマニュアル制作にかかわるこ
とが出来た。ダイスの清掃に自信を持って取り組めるようになっ
た。

●実施した結果:全員が意見を発信できるよう、議論の場では職
員が補助的に立ち合った。話し合いを重ね、内容をブラッシュ
アップし完成度を高めた。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

効率よく、また作業の質を高める方法を考える機会を持つことが
出来る。

一般就労に向けて、仕事に対する意識向上と意見の発信力を身に
付けることを目的に、利用者全員参加でダイスの清掃マニュアル
の作成を行うこととした。

自分の考えや意見を発信する力を養うことが出来る。

様式２

みんなに分かりやすくするために、絵や写真をつかって

はどうかという利用者の意見があった。作業中、濡れた

手でも触れるようにラミネート加工を施したい、という

意見も採用された。


